










要約:過去 5年間に新生児期に剖検された奇形児 73例の合併奇形について、モニタリング

のために決められたマーカー奇形との関連を検討した。マーカー奇形は73 例中 36 例にし

ばしば重複してみられ、これらの症例では種々の臓器に奇形を合併する傾向があり、中枢

神経系でも奇形の頻度は高かった。染色体異常症では、ダウン症候群、trisomy13 はモニ

タリングされたと推測されるが、trisomy18、その他の染色体異常症では約半数がマーカー

奇形を持たなかった。染色体異常症、奇形症候群・多発奇形群では、他臓器に奇形を合併

し、中枢神経系の奇形の頻度が高く、その頻度はマーカー奇形を有する群の方が高かった。

外表奇形なしの群でのマーカー奇形は横隔膜ヘルニア、食道閉鎖であり、マーカー奇形の

無い群では先天性心疾患が多かったが、両者とも神経系の奇形は少なかった。現在用いら

れているマーカー奇形の項目はモータリングには適切なものと考えられるが、さらには剖

検例のモニタリングも必要であろう。 


